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北原 斗紀彦
How have the Japanese news papers reported “atomic
energy”?:
Comparative studies of editorials of The Asahi Shimbun and The Yomiuri Shim-
bun (the 1st.& 2nd.period)
KITAHARA, Tokihiko
Abstract
The studies are focused on the editorial of The Asahi Shimbun and The Yomiuri
Shimbun, concerning “peaceful uses” of atomic energy, e.g. nuclear power generation. In
the 1st. period, 1945-53, when academic studies were prohibited by the occupation
forces, both 2 newspapers paid poor attention to this theme, and only expressed abstract
expectation and dream of “peaceful uses”. In the 2nd.period, 1954-65, when Japanese
government paved the way to exploitation of atomic energy with human and financial re-
sources, The Yomiuri operated series of campaign on “peaceful uses of atomic energy”,
especially in the term of 1954-57, stressing importance as an infinite energy resource,
and advocated hasty introduction of nuclear power plant in Japan,.  In this period, The
Asahi criticized governmental initiative for its rough-and-ready method without consult-
ing academic sector and basic studies. Though, The Asahi was also on the side of sup-














は じ め に
1. 研究の方法
2. 第 期（1945年～53年）の社説


























































（atomic energy） （peaceful uses）
（The Asahi Shimbun） （The Yomiuri Shimbun）
















































象となった社説は、第 期は朝日が 10 本、



































































































































































































11) 電気事業連合会ホームページ http://www.fepc.or.jp/present/cycle/kousoku/index.html 2011年11月15日参照
社説分析／朝日（1946年̃1953年）10本
通番　　日付　　             見出し         　                      ①  ② ③ ④  ⑤  ⑥  ⑦  ⑧  ⑨  ⑩  ⑪  ⑫
   1    46/  1/22   原子力時代の形成
   2           6/18   原子力管理の国際的意義
   3    47/  9/10   原子力の平和的利用
   4    48/  2/ 3   原子動力化の実現する年
   5           4/ 7   原子力国際管理の難関
   6    49/  9/27   原子力国際管理の好機
   7         10/30   原子力管理と国家主権
   8    51/  8/ 3   原子力利用の新段階
   9    52/11/18   アメリカ原子力政策の将来
















通番　　日付　　             見出し         　                      ①  ② ③ ④  ⑤  ⑥  ⑦  ⑧  ⑨  ⑩  ⑪  ⑫




   1    46/  6/18   原子力の公開
   2           6/30   原子爆弾の実験に寄す
4    53/12/10  原子時代の恐怖を除く為に




























































































































































































































通番　　日付　　             見出し         　                      ①  ② ③ ④  ⑤  ⑥  ⑦  ⑧  ⑨  ⑩  ⑪  ⑫
     5   54/  1/  5   原子力物質のプールと日本
  6          3/13   原子炉予算問題に寄せて
  7          3/26   再び原子力の不安について
  8          4/  6   水爆の恐怖からの自由を
  9          7/11   真に太陽をとらえるもの
10        11/19   原子力の平和利用について
11        11/22   原子力プール問題への疑義
12        12/27   原子力調査団の出発
13   55/  2/12   原子炉文化の展開
14          3/24   原子力調査団に注文する
15          4/18   原子力の平和利用推進
16          4/19   アインシュタイン博士を悼む
17          5/  9  “原子力大使"を迎う
18          5/21  「原子力日本」への第一歩
19          6/  1   原子力協定への立場
20          6/16   原子力協定の妥結に際して
21          6/23   原子力協定仮調印に際して
22           8/ 6   原爆被災10周年に際して
23           8/ 8   原子力国際会議の意義
24          8/21   原子力会議の教えるもの
25          9/23   人工地震と原爆
26        10/16   原子力細目協定に望む
27        10/31   原子力平和博覧会の意義
28        11/11   原子力法案の対立について
29        11/16   原子力協定正式調印に際し
30        11/26   掛声だけに終らぬ行革を
31        12/23   原子力委員会の発足によす
32   56/  1/14   原子力政策を円滑に進めよ
33          1/22   原子力産業会議設置に寄す
34          4/  5   原子力新基本計画の方向
35          4/27   原子力国際協力への第1歩
36          5/18   原子力発電への道
37          8/  4   動力炉問題と調査団の任務
38          8/  6   世界時刻「8時15分」
39          8/10   東海村の歴史的発足
40          8/17   電力不足をどうするか
○ ○
















































































41          8/26   原子力開発長期計画の焦点
42          9/26   国際原子力機関会議と日本
43        10/18   イギリスの動力革命と日本
44        10/21   ウラン燃料自給への期待
45        10/30   日本の原子力外交の方向
46        11/21   ウラン協定と米原子力外交
47   57/  1/  6   延引ゆるさぬ原子力の課題
48          2/  3   客観性ある原子力政策望む
49          4/  1   変容しつつある原子力政策
50          5/13   原子力政策当面の問題
51          7/22   実用期原子力開発のために
52          8/  2   IAEA発足と日本の立場
53          8/23   動力炉新会社発足に際して
54          8/27   原子力日本のあけぼの
55          9/18   原研の式典と今後の在り方













































































































通番　　日付　　             見出し         　                      ①  ② ③ ④  ⑤  ⑥  ⑦  ⑧  ⑨  ⑩  ⑪  ⑫
11   54/  3/  4   原子炉予算を削除せよ
12          4/10   原子力予算の使途
13　       7/  2   ソ連の原子力発電
14　       9/11　原子力の国際プールと日本
15　55/  4/16　原子力の利用に慎重な考慮を
16　       6/  6　原子力交渉に自主性を
17　       6/22　原子力協定の仮調印
18　       8/23　原子力会議後の課題
19　     11/30　原子力政策の混迷
20　     12/19　原子力三法の成立に当って
21　56/  1/14　原子力開発の根本方針
22　       2/  4　原子力産業会議に望む
23　       3/  8　腰抜けの武山交渉
24　       4/  5　武山放棄の明確な根拠を示せ
25　       4/  7　支離滅裂な原子力委員会の声明
26　       5/20　原子力政策の対立をほぐせ
27　       6/14　英国動力炉の輸入
28　       8/  4　原子力計画の審議に望む
29　       8/23　原子力予算の増大
30　       9/22　国際原子力機関の創設
31　     10/26　あわただしい原子力情勢
32　     11/29　大型動力炉輸入は尚早
33　57/  1/  6　日本の原子力を築くために
34　       2/  9　原子力構想を早く統一せよ
35　       3/  9　動力炉輸入に不明確さを残すな
36　       7/22　動力炉輸入の受入れ体制
37　       7/27　動力炉輸入の考え方を調整せよ
38　       8/  3　国際原子力機関と日本
39　       8/  8　原子力委の権威を回復せよ
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41　       8/27　“原子の火"ともる日を迎えて
42　     10/  8　希望的に過ぎる原子力発電計画
43　     10/22　日英動力協定の不利を除け
44　     12/  3　科学技術の振興を支えるもの
45　     12/20　発電炉開発の根本は何か





























































通番　　日付　　             見出し         　                      ①  ② ③ ④  ⑤  ⑥  ⑦  ⑧  ⑨  ⑩  ⑪  ⑫
57　58/  1/26　核融合反応の研究成果
58　       2/  8　2つの原子力会議の成果
59　       6/17　動力協定の調印に際して
60　       7/  2　産業災害の発生を防ごう
61　       9/15　原子力国際会議の成果
62　63/10/27　原子力発電への期待
63　63/11/  1　原研内部の整備が必要



























































48　       2/11　わが国原子力研究の進展
49　       2/21　原子燃料の管理をどうするか
50　       3/13　動力炉の危険に慎重な検討を
51　       4/  7　日米原子力協定の問題点
52　       4/19　日米原子力交渉からの反省
53　       6/  9　日米原子力協定の建前
54　       6/17　原子力開発の新段階へ
55　       9/  1　国際原子力会議への期待
56　       9/  5　原子力発電の現状と日本の錯覚
57　       9/30　発電炉輸入を軽々に急ぐな
58　59/  2/13　核爆発平和利用の前提条件





































60　       5/22　原子力発電は足ぶみの段階
61　       6/20　原研のあり方を猛省せよ
62　      7/  4　日・加原子力協定の意味
63　       9/28　原子炉敷地をめぐる紛議
64　     11/  9　関西の原子炉設置に解決を
65　     12/16　原子力災害と国家補償
66　60/  2/19　原子力委員会の考え方
67　       2/26　原子力災害と国家の補償
68　       7/23　原研二号炉の失態
69　       7/29　現実的となった原子力計画
70　61/  2/  9　原子力長期計画の改定
71　     12/  7　日米原子動力会議の意義
72　62/  2/13　原子力産業を建直す前提
73　     12/  2　原子力時代のこの二十年
74　63/  6/  7　寄港問題になお調整の努力を
75　     10/28　原子力発電成功の意義
76　     11/  2　発電炉運転停止と原研の宿弊
77　64/  3/19　原研改善のポイントは何か
78　       9/11　原子力会議の成果と日本
79　     10/11　原子力発電の時代に備えよ
80　65/  2/25　原子力委員会を改組せよ
81　       3/  8　原子力船は官僚主義ではできぬ
82　       5/  8　発電一号炉の教訓をいかせ
83　       6/19　原子力船は根本から再出発せよ
84　       7/28　地道な原子力開発へもどれ
85　       9/20　国際原子力機関の東京総会
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一方、朝日新聞も第 期は第 期に比べ 
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日本の新聞は「原子力」をどのように伝えてきたか［北原斗紀彦］
53
社説本数が大幅に増えているが（計 76本）、
読売のように短期集中型ではなく、キャンペ
ーンとは言えない。その内容は原子力の「平
和利用」を肯定した上で、読売とは反対に原
子力行政の「拙速」を批判するものが多かっ
た。ただし、この時期の朝日が原子力利用に
ついて「慎重派」だったと表現するのは不適
切であり、核融合や増殖炉、核爆発の「平和
利用」などの論点で、読売と同様、あるいは
読売よりも「前のめり」ですらあったと言え
る。
むすび
日本の新聞界が毎年 10 月に行っている
「新聞週間」という、1948年から続く業界最
大のイベントがある。これに合わせて、新聞
社の社長ら幹部が集まる新聞大会が開かれ、
新聞や報道の役割を強調した新聞大会決議を
行うとともに、新聞の振興を目的とした「新
聞週間標語」が発表される。1955年度の第8
回標語は「新聞は世界平和の原子力」だった。
この時代の日本の新聞界の原子力に対する一
般的な認識がどのようなものであったかを物
語るエピソードである。
現在日本の商業用原子力発電所の数は 54
基で、米、仏に次ぎ世界第3位の「原発大国」
である。広島、長崎の原爆、そして第五福竜
丸の水爆という3度の原水爆による被害を体
験した日本人は、それにもかかわらず、ある
いはそれを乗り越えて原発を選択したのだ。
原発立地県である福島県の前知事、佐藤栄佐
久は「マスコミ、経産省、電力業界、政党、
学者、原子力産業が一体となって、異論を許
さずに進められてきたのが日本の原子力政策
です」と語り、新聞などのマスコミが「原子
力ムラ」の「村民」だったことを指摘する 18）。
「原発大国」への道のりにおいて、新聞はど
のような主張を展開し、国民意識に影響を与
えてきたのか。本稿が扱った「原発大国」へ
の助走時期にあたる第Ⅰ期と第Ⅱ期に引き続
き、第 期以降の研究を通じて今後さらに
詳細に明らかにしたい。
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